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「中小企業組合ＢＣＰ（事業継続計画）実態調査」集計結果報告書 

 

令和元年９月 

北海道中小企業団体中央会 

 

１．調査目的 

昨年９月の胆振東部地震と全道域に及んだ停電の発生を受け、様々なリスクに備え

るための危機対応能力を強化し、継続的な企業活動を行っていくためのＢＣＰ策定の

必要性がより一層高まっています。 

北海道内における中小企業組合のＢＣＰ策定に関する実態を把握し、ＢＣＰ策定等

の取組支援の今後の展開を検討するための基礎資料とするため、「中小企業組合ＢＣ

Ｐ実態調査」を実施しました。 

２．調査実施方法 

本会の会員に調査票を郵送することにより実施しました。また、回答については、

調査票をＦＡＸにより回収しました。 

３．調査実施期間 

令和元年６月１１日から６月２４日にかけて調査票を郵送し、７月３１日を回答期

限としました。 

４．調査回答数 

  ２８２（調査票送付数：１，３６６、回答率：２０．６％） 

５．回答組合の属性 

 

 

 

 

 

組合員数 回答数 割合 

5 未満 31 11.0% 

5～10 98 34.8% 

11～19 52 18.4% 

20～39 52 18.4% 

40～59 20 7.1% 

60～79 4 1.4% 

80～99 7 2.5% 

100 以上 18 6.4% 

合計 282 100.0% 

組織種類 回答数 割合 

事業協同組合 254 90.1% 

企業組合 7 2.5% 

商店街振興組合 7 2.5% 

協同組合連合会 4 1.4% 

商工組合 4 1.4% 

協業組合 3 1.1% 

株式会社等 1 0.4% 

社団法人等 1 0.4% 

賛助会員 1 0.4% 

合計 282 100.0% 
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回答の９割以上が事業協同組合からの回答となっています。 

組合員数の規模としては、組合員数が１０以下で４５．８％、組合員数が４０未満で８

２．６％を占めています。 

組合員の主な業種では、建設業と卸売・小売業が同数で最も多く（２０．９％）、次い

で、製造業（１６．０％）、サービス業（他に分類されないもの）（１２．８％）となっ

ており、この４業種で約７割を占めています。 

 

  

組合員の主な業種 回答数 割合 

農業 4 1.4% 

林業 11 3.9% 

漁業 0 0.0% 

鉱業 3 1.1% 

建設業 59 20.9% 

製造業 45 16.0% 

電気・ガス・熱供給・水道業 13 4.6% 

情報通信業 1 0.4% 

運輸業 15 5.3% 

卸売・小売業 59 20.9% 

金融・保険業 2 0.7% 

不動産業 1 0.4% 

飲食店・宿泊業 5 1.8% 

医療・福祉 2 0.7% 

教育・学習支援業 0 0.0% 

複合ｻｰﾋﾞｽ業 7 2.5% 

ｻｰﾋﾞｽ業（他に分類されないもの） 36 12.8% 

異業種 19 6.7% 

合計 282 100.0% 

1.4%

3.9%

0.0%

1.1%

20.9%

16.0%

4.6%

0.4%

5.3%

20.9%

0.7%

0.4%

1.8%

0.7%

0.0%

2.5%

12.8%

6.7%
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問：ＢＣＰという名称やその内容をご存じですか？ 

選択項目 回答数 割合 

名称・内容ともに知っている 122 43.4% 

名称のみ知っている 78 27.8% 

名称・内容ともに知らない 81 28.8% 

合計 281 100.0% 

 

 

 

ＢＣＰの認知度については、「名称・内容ともに知っている」が４割を超えて最も多い

回答となっていますが、５割を超えるには至らない結果となりました。 

  

名称・内容ともに

知っている, 122,

43.4%

名称のみ知っている, 78,

27.8%

名称・内容ともに

知らない, 81,

28.8%
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組合員の主な業種の中で回答数の多かった上位４業種別 

 

 

 

 

組合員の主な業種の中で回答数の多かった上位４業種別にみると、建設業と製造業で

「名称・内容ともに知っている」が５割を超える結果となりましたが、一方で、サービ

ス業（他に分類されないもの）では、「名称・内容ともに知っている」が２割程度でＢ

ＣＰの認知度が特に低い結果となりました。 

  

名称・内容ともに

知っている, 31,

52.5%

名称のみ知っている, 13,

22.0%

名称・内容ともに

知らない, 15,

25.4%

建設業

名称・内容ともに

知っている, 23,

39.0%

名称のみ知っている, 21,

35.6%

名称・内容ともに

知らない, 15,

25.4%

卸売・小売業

名称・内容ともに

知っている, 25,

55.6%

名称のみ知っている, 8,

17.8%

名称・内容ともに

知らない, 12,

26.7%

製造業

名称・内容ともに

知っている, 8,

22.2%

名称のみ知っている, 15,

41.7%

名称・内容ともに

知らない, 13,

36.1%

サービス業
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問：組合としてのＢＣＰを策定していますか？ 

選択項目 回答数 割合 

策定している 22 7.9% 

策定していない 254 90.7% 

策定予定 4 1.4% 

合計 280 100.0% 

 

 

 

ＢＣＰの策定率については、「策定している」が７．９％という結果となりました。 

ＢＣＰの認知度は４割を超えていたものの、策定率は１割にも満たない結果となりまし

た。 

 

 

 

  

策定している, 22,

7.9%

策定していない, 254,

90.7%

策定予定, 4,

1.4%
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組合員の主な業種の中で回答数の多かった上位４業種別 

 

 

 

 

組合員の主な業種の中で回答数の多かった上位４業種別にみると、道内各地域の生コン

クリート協同組合でＢＣＰの策定が進んでいるなど、製造業でＢＣＰの策定率が高い結

果となりました。一方で、卸売・小売業は全体の平均よりも低い策定率という結果とな

りました。 

  

策定している, 3,

8.6%

策定していない, 32,

91.4%

サービス業

策定している, 1,

1.7%

策定していない, 57,

96.6%

策定予定, 1,

1.7%

卸売・小売業
策定している, 5,

8.5%

策定していない, 54,

91.5%

建設業

策定している, 11,

24.4%

策定していない, 34,

75.6%

製造業
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問：ＢＣＰを策定したことによりどのような効果がありましたか？（複数回答可） 

選択項目 回答数 割合 

事業継続支援に必要な手順や対策を検討し、組合員と共有で

きた 
15 51.7% 

組合と組合員との間の連携が密になった 8 27.6% 

組合員の個々では手当てされていない事業継続のための取組

を、組合として支援できる体制になった 
4 13.8% 

組合員の取引先等からの信用確保につながった 1 3.4% 

組合の求心力向上による組合員の確保につながった 0 0.0% 

その他 1 3.4% 

合計 29 100.0% 

 

 
 

ＢＣＰ策定の効果については、「事業継続支援に必要な手順や対策を検討し、組合員と

共有できた」が５割を超え最も多く、次いで「組合と組合員との間の連携が密になった」

が約３割という結果となりました。 

 

  

事業継続支援に必要な手

順や対策を検討し、組合

員と共有できた, 15,

51.7%

組合と組合員との間の

連携が密になった, 8,

27.6%

組合員の個々では手当てさ

れていない事業継続のため

の取組を、組合として支援

できる体制になった, 4,

13.8%

組合員の取引先等からの信用

確保につながった, 1,

3.4%

組合の求心力向上による組合員

の確保につながった, 0,

0.0%

その他, 1, 3.4%
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問：ＢＣＰを見直していますか？ 

選択項目 回答数 割合 

毎年必ず見直している 3 13.6% 

毎年ではないが定期的に見直している 4 18.2% 

見直したことはある（不定期） 1 4.5% 

見直していない 8 36.4% 

その他 6 27.3% 

合計 22 100.0% 

 

 

 

ＢＣＰの見直しについては、ＢＣＰを策定して間もない組合が多いことから、「見直し

ていない」が最も多く、次いで「その他（見直し予定といった内容）」が多い結果とな

りました。 

 

  

毎年必ず見直している, 3,

13.6%

毎年ではないが定期

的に見直している, 4,

18.2%

見直したことはある

（不定期）, 1,

4.5%見直していない, 8,

36.4%

その他, 6,

27.3%
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問：ＢＣＰを策定していない主な理由は何ですか？（複数回答可） 

選択項目 回答数 割合 

組合員から要請されていない 122 23.5% 

組合のみ策定しても効果が期待できない 93 17.9% 

策定に必要なスキル・ノウハウがない 85 16.4% 

必要性を感じない 69 13.3% 

策定する人材を確保できない 47 9.1% 

策定する時間を確保できない 34 6.6% 

策定する費用を確保できない 32 6.2% 

相談窓口が分からない 10 1.9% 

その他 27 5.2% 

合計 519 100.0% 

 

 

 

ＢＣＰを策定していない主な理由については、「組合員から要請されていない」（２３．

５％）が最も多く、次いで「組合のみ策定しても効果が期待できない」（１７．５％）

が多い結果となりました。組合員レベルでのＢＣＰの認知度が高くなく、ＢＣＰを策定

していない組合員が多い状況が推測される結果となりました。 

  

組合員から要請され

ていない, 122,

23.5%

組合のみ策定しても効果

が期待できない, 93,

17.9%

策定に必要なスキル・

ノウハウがない, 85,

16.4%

必要性を感じない, 69,

13.3%

策定する人材を確保で

きない, 47,

9.1%

策定する時間を確保

できない, 34,

6.6%

策定する費用を確保で

きない, 32,

6.2%

相談窓口が分からない, 10,

1.9%

その他, 27,

5.2%
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問：ＢＣＰを策定するために必要な支援策は何ですか？（複数回答可） 

選択項目 回答数 割合 

セミナー、説明会などによる説明 115 34.0% 

策定にかかる経費に対する補助金 74 21.9% 

策定に際しての公的機関の相談窓口 52 15.4% 

専門家派遣によるマンツーマン支援 49 14.5% 

策定に際してのコンサルティング企業等の相談窓口 20 5.9% 

金融機関の金利優遇などの支援 11 3.3% 

その他 17 5.0% 

合計 338 100.0% 

 

 

 

ＢＣＰ策定に必要な支援策については、「セミナー、説明会などによる説明」が３割を

超え最も多く、「策定にかかる経費に対する補助金」、「策定に際しての公的機関の相談

窓口」、「専門家派遣によるマンツーマン支援」が続き、この４項目で８割以上を占める

結果となりました。 

  

セミナー、説明会

などによる説明, 

115,

34.0%

策定にかかる経費に対する補助金, 74,

21.9%

策定に際しての公的機関の

相談窓口, 52,

15.4%

専門家派遣によるマ

ンツーマン支援, 49,

14.5%

策定に際してのコンサ

ルティング企業等の相

談窓口, 20,

5.9%

金融機関の金利優遇などの支援, 11,

3.3%

その他, 17,

5.0%
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問：個々の組合員はＢＣＰを策定していますか？ 

選択項目 回答数 割合 

全ての組合員が策定している 13 4.8% 

一部の組合員が策定している 37 13.7% 

策定している組合員はいない 54 20.0% 

組合員の BCP 策定状況について把握していない 166 61.5% 

合計 270 100.0% 

 

 

 

組合員のＢＣＰ策定状況については、「組合員のＢＣＰ策定状況について把握していな

い」が６割以上を占め、多くの組合が組合員のＢＣＰ策定状況について把握していない

実態が明らかとなる結果となりました。 

 

  

組合員のBCP策定状

況について把握して

いない, 166,

61.5%

策定している組合員

はいない, 54,

20.0%

一部の組合員が策定

している, 37,

13.7%

全ての組合員が策定している, 13,

4.8%
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調査票 

 

中小企業組合ＢＣＰ（事業継続計画）実態調査アンケート 

 

会員組合各位 

北海道中小企業団体中央会 連携支援部

災害や大事故等の不測の事態に直面しても事業を継続するためのＢＣＰ（事業継続計画）策定の必要性が高

まっています。中小企業組合におけるＢＣＰ策定の実態を調査するため、会員組合の皆様にアンケートをお願い

するものです。大変お手数ですが、下記設問にご回答の上、７月３１日（水）までにＦＡＸにてご返送下さいます

ようお願い申し上げます。 

【FAX 返信先：011-271-1109】 北海道中小企業団体中央会 連携支援部 宛  

 

組合名：                                                                                   

 

回答者： （ 役員 ／ 事務局 ）  【役職名】                  【氏名】                   

※役員か事務局のどちらかに○をつけて下さい。 

 

■ 該当箇所にチェックを入れていただき、記入欄がある場合にはご記入をお願いします。 

Q.１ 組合員の主な業種を教えて下さい。（1 つだけ選択してください） 

□農業  □林業  □漁業  □鉱業  □建設業  □製造業  □電気・ガス・熱供給・水道業 

□情報通信業  □運輸業  □卸売・小売業  □金融・保険業  □不動産業  □飲食店・宿泊業 

□医療・福祉  □教育・学習支援業  □複合ｻｰﾋﾞｽ業  □ｻｰﾋﾞｽ業（他に分類されないもの）  □異業種 

 

Q２ 組合員数を教えて下さい。 【組合員数：          】 

 

Q３ ＢＣＰという名称やその内容をご存じですか？ 

  □名称・内容ともに知っている    □名称のみ知っている    □名称・内容ともに知らない 

 

Q４ 組合としてのＢＣＰを策定していますか？ 

  □策定している 【策定年月：    年   月】 → Q５にお進み下さい 

  □策定していない → Q７にお進み下さい 

  □策定予定 【策定予定時期：    年   月頃】 → Q８にお進み下さい 

 

Q５ ＢＣＰを策定したことによりどのような効果がありましたか？（複数回答可） 

  □事業継続支援に必要な手順や対策を検討し、組合員と共有できた 

□組合員の個々では手当てされていない事業継続のための取組を、組合として支援できる体制になった 

□組合の求心力向上による組合員の確保につながった 

□組合と組合員との間の連携が密になった 

□組合員の取引先等からの信用確保につながった 

□その他（                                                 ） 
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Q６ ＢＣＰを見直していますか？ 

□毎年必ず見直している   □毎年ではないが定期的に見直している   □見直したことはある（不定期） 

□見直していない   □その他（                          ） 

→ Q９にお進み下さい 

 

Q７ ＢＣＰを策定していない主な理由は何ですか？（複数回答可） 

  □策定に必要なスキル・ノウハウがない    □策定する人材を確保できない 

  □策定する時間を確保できない        □策定する費用を確保できない 

  □相談窓口が分からない    □必要性を感じない    □組合のみ策定しても効果が期待できない 

  □組合員から要請されていない    □その他（                                    

 

Q８ ＢＣＰを策定するために必要な支援策は何ですか？（複数回答可） 

  □セミナー、説明会などによる説明   □専門家派遣によるマンツーマン支援 

  □策定にかかる経費に対する補助金   □金融機関の金利優遇などの支援 

  □策定に際しての公的機関の相談窓口   □策定に際してのコンサルティング企業等の相談窓口 

  □その他（                                                           ） 

 

Q９ 個々の組合員はＢＣＰを策定していますか？ 

  □全ての組合員が策定している    □一部の組合員が策定している 

  □策定している組合員はいない    □組合員の BCP 策定状況について把握していない 

 

Q10 BCP に関して、具体的な検討状況、策定にあたっての課題、特筆すべき点、ご意見・ご要望などございま

したら、ご自由にご記入をお願いします。 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


